
佐島にある上島町教育委員会には、文
化財を整理するための部屋があります。近
頃は、朝から文化財整理室と呼んでいるそ
の部屋に入り、一心不乱に「魂を込めた作
業」をしています。

ヨーロッパの考古学研究方法を取り入
れ、後に京都帝国大学総長を務め、日本考
古学の父といわれる濱田耕作は、著書『通
論考古学』の中で、「考古学は過去の人
類の物質的遺物を資料として人類の過去
を研究する学問」と述べました。つまり、
考古学は、遺跡・遺構・遺物によって過去
の歴史を再構築する学問なのです。その
ため、遺跡・遺構・遺物から様々な情報を
抽出する必要があります。遺物は無口です。
こちらがあらゆる努力をしないと、何者であ
るのかを話してくれません。つまり、考古学
を志す者は、徹底的な遺物観察によって、
それに残された製作・使用にかかわる痕跡

を見つけ出すことが求められます。それに
よって遺物は生き生きとした貴重な考古資
料となるのです。考古学的な価値を見出す
ことができなければ、土器は単なる焼けた
土の塊、石器は単なる石のかけらでしかあり
ません。

遺物観察後は、遺物の大きさを計測しな
がら鉛筆で実測図を描きます。実測図には、
遺物観察によって得られた様々な情報も書
き込みます。そして、手書きの実測図をコ
ンピューターに取り込み、トレース図を作成
します。製図用のペンや丸ペンを使用し、
手描きでトレース（墨入れ）することもあり
ます。トレースは、遺物実測図を印刷物に
掲載するために必要な作業です。

遺物観察と実測は、大変地道な作業で
すが、遺跡を理解するための第一歩といえ
ます。今日も文化財整理室で図面作成に
魂を込めています。
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土器、実測図、トレース図

ようこそ先輩（県立医技大）
２月15日（木）、弓削高校の卒

業生が代表を務める愛媛県立医
療技術大学ピアサークルの学生
さんをお招きし、１年生を対象に
グループワークを行いました。「自
分を大切に　相手も大切に」とい
うテーマのもと、とても楽しく活動
できました。自分たちの体や愛の
話などを自身のこととして真剣に
考えるいい機会となりました。ま
た、進路選択についていろいろな
質問にも答えていただき、とても
勉強になりました。

夢に向かって、いざ出航！
平成２９年度卒業証書授与式

３月1日（火）、平成２９年度第
６９回卒業証書授与式を本校体
育館で挙行し、多数の御来賓の
皆様と保護者の皆様に見守られ
ながら卒業生１５名が学び舎を後
にしました。式では、願成寺優校
長から「清き心、高き心、広き心
を持ってこれから活躍してもらい
たい」と式辞があり、卒業生代表
の西倉季樹さんが「たくさんの人
に支えてもらったことを忘れず、こ

れから頑張っていきたい」と力強
く答辞を述べました。生徒たちは
少人数ながら絆を深め、充実した
学校生活を送ることができました。
今まで卒業生を支えていただき、
本校の教育活動に御助力いただ
いた皆様方、本当にありがとうご
ざいました。
卓球部の竹内さん準優勝！

２月４日（日）、因島勤労者体育
センターで第４５回瀬戸内卓球選
手権大会が行われ、１年の竹内
愛美和さんが準優勝をしました。
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国立モンゴル科学技術大学での
インターンシップ･国際交流紹介

１月25日（木）、海外インター
ンシップ（国際交流）の紹介を
情報工学科４年の島谷謙太朗さ
ん、情報工学科5年の小野慶太
さんが行いました。

２人は、８月 22 日（火）～
９月３日（日）までの11日間、
モンゴル国ウランバートル市に
ある国立モンゴル科学技術大学
へ訪問し、国際インターンシッ
プに参加しました。

その体験や国立モンゴル科学
技術大学・モンゴルについて、
本校3年生（140名）および国
際交流・海外に興味を持つ教職
員に向けて発表しました。

発表後には、自由質疑応答の

時間を設け、学生や教員の質問
に答えていました。

家庭で出来る?実験
ー香りで遊ぼうー

本校では1月27日（土）、小
学生を対象に、公開講座「家庭
で出来る？実験−香りで遊ぼう
−」を実施しました。

まず講師から、今回の実験で
作る香り玉や芳香剤、アロマ
キャンドルの作り方についての
説明があり、その後実験へと移

りました。
香り玉の作製では、材料をよ

く混ぜあわせた液体をスポイト
で吸い取り、ポタポタと滴下す
る事で、小さな丸い香り玉がい
くつもできると、参加者は、不
思議そうな様子で眺めていまし
た。
「自分だけのキャンドルができ
たので良かった」「いろんな事
ができてとても楽しかった」等
の感想が寄せられました。
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弓削高等学校 http://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校 http://www.yuge.ac.jp/

上島の遺跡 /島おこし協力隊活動報告

島おこし協力隊卒業まで半年となり
ました大西です。上島町に来て２年半、
ようやく地に根っこが生えてきた感じ
です。任期後も変わらず、この生えて
きた根をしっかり育てながら住み続け
ていこうと思っています。

今回は、私の活動に欠かせない存在
になっている、NPO法人上島ポップ
コーンの会との活動について書こうと
思います（2016年5月号の広報記事「あ
なたにやさしいはわたしにやさしい」
もぜひご覧ください）。関わり続けて約
２年、共にいろいろなことにチャレン
ジしてきました。一番最初は近所の散
歩からスタート、スムーズにいかない
ことも多々ありました。急な飛び出し
にクラクションを鳴らされたり、寄り
道ばかりで、30分で着く道のりが3時
間かかったり…。付き合いの浅いうち

は、戸惑いの連続。今後余暇活動の幅
を広げていくにはどうしたらいいだろ
う、と思案していました。ですが、一人
ひとりとの付き合いを深めていくうち
に、それは杞憂だったことがわかりま
した。指導でも支援でもなく、「一緒に
楽しむ」ことを目的に、やったことがな
いことでも一緒にやってみる、そうし
ていくうちに活動の幅はどんどん広が
りました。

そして今年のチャレンジ第一弾が、
先日行われた第31回ゆめしま海道いき
なマラソンへの出場です。一緒にポッ
プコーンの会の看板を背負って走り（歩
き）ました。まずはこの大会に参加で
きたことが何よりの収穫です。これか
らも楽しめることを少しずつ、小さな

「できた！」の体験を増やしていけたら
と思っています。

小さな「できた！」を少しずつ島おこし協力隊活動報告

ゴールまであと少し！
（ゆめしま海道いきなマラソン）
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